
平成１７年７月の解説（府県天気予報）

【７月の天候状況】

月半ばまでは、梅雨前線が本州付近に停滞したため、北日本から東日本・西日本にかけては

曇りや雨の日が多くなりました。一方、南西諸島では太平洋高気圧に覆われて晴れる日が多く

なりました。月半ばから下旬前半にかけては、上空に冷たい空気を伴った低気圧が北日本付近

に停滞したため、北日本では曇りや雨の日が多くなりましたが、東日本、西日本では晴れて暑

い日が続きました。26日から 27日にかけて、台風第７号が日本の南海上から接近して房総半
島をかすめ三陸沖を北上したため、北日本、東日本を中心に大雨が降り、暴風が吹きました。

月を通してみると、日照時間はほぼ全国的に平年より少なく北・東日本の太平洋側では平年

の 60％以下となった観測地点もありましたが、南西諸島では平年より多くなりました。降水
量は、ほぼ全国的に平年より多く、北・東日本の太平洋側や西日本の日本海側を中心に平年よ

り 120％を超えた観測地点が多くなりましたが、北・東日本の日本海側や西日本の太平洋側の
一部で 70％に満たない観測地点もありました。月平均気温は北日本では平年より低く、太平
洋側の一部では平年より 1℃以上低い観測地点もありました。東日本と西日本ではほぼ平年並
みでした。

【７月の検証結果】

17時発表「降水の有無」の全国平均の適中率は、明日予報では 80％、明後日予報では 76％
で、ともに例年（注）より 1 ポイント高くなりました。地域毎の適中率は、明日予報では関東甲
信、北陸、中国地方で 3ポイントから 6ポイント低くなりましたが、近畿地方で 3ポイント、
九州北部地方で 6 ポイント、沖縄地方で 11 ポイント高くなりました。明後日予報では東北、
関東甲信、北陸、中国、九州北部地方で 2から 5ポイント低くなりましたが、北海道、東海、
四国、九州南部地方では 4 から５ポイント高く、近畿地方では 9 ポイント、沖縄地方では 17
ポイント高くなりました。明日の最高気温の予報誤差は、例年と比べて九州南部地方で 0.3℃
大きく、九州北部地方で 0.3℃小さくなりましたが、そのほかの地方は例年と同様で、全国平
均では例年と同じ 1.9℃でした。また、最低気温の予報誤差は、全国的にほぼ例年と同様で、
全国平均では 1.２℃でした。（注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。

【７月の天気予報から】

梅雨前線上を移動する低気圧の予測は難しく、

このような事象が多く発生した７月の前半は、関

東・甲信地方などでは、「降水の有無」の適中率

が下がりました。その１例が７月 1 日から 2 日
にかけて、梅雨前線上に発生した低気圧が東北地

方を通過し、北日本から西日本までの広い範囲で

雨をもたらした事例です。

　７月 1日に発表した東京地方の翌日（2日）の
天気予報では、2日の早朝に東北地方を通過して同日 9時頃に宮城県沖に進むと予想される低
気圧とこれからのびる前線の通過時に伴う天気のくずれの予想がポイントになりました。検討

の結果、関東甲信地方の広い範囲で雨が降る可能性が高いことから、東京地方の 2 日の天気
を「雨で昼前から曇り」と発表しました。

図 1　2005年 7月 2日 9時の
予想地上天気図

図 2　2005年 7月 2日 9時の
実況地上天気図



ところが、実際に低気圧が東北地方を

通過したのは予想より 6時間ほど早い 1
日の夜遅くで、宮城県沖に進むのも 2
日の朝 3 時になりました（図 2）。また
前線に伴う雨雲も、2 日の明け方には弱
まりながら関東の南海上に移動しました。

このため、1日の夜遅くから 2日の朝 3
時頃にかけて、関東地方の北部ではとこ

ろどころで雨が降ったものの、同南部ではごく一部で降っただけでした。東京（大手町）では

1 日夜には小雨（数時間続いても雨量が１ｍｍに達しないくらいの雨）が降りましたが、2 日
には雨が降りませんでした。

　このように、低気圧の通過予想時刻の予想は難しく、この予想がずれる場合には雨が降る時

間帯もずれますので、このことが天気予報をはずす一因となっています。また、降水量が 1mm
に達しない小雨になるのか、1mm 以上の雨になるのかを明確に区別して予想することも、難

しい課題の一つです。

【９月の天気予報の利用にあたって】

９月は８月と並んで台風による災害が多

い月で、しばしば勢力の強い台風が上陸し

ます。台風の中心付近の風は中心気圧が低

いほど強くなる傾向があります。

右の表には 1951 年以降、上陸時に中心
気圧が低かった順に 13 個の台風が掲載し
てあります。このうち９個が 9 月に上陸
しています。1961 年台風第 18 号は第二
室戸台風、1959 年台風第 15 号は伊勢湾
台風で、1951 年以前で大きな被害をもた
らした室戸台風、枕崎台風も 9 月に上陸
しています。

最近では 2004年台風第 18号が 9月 7日に長崎市付
近に上陸して九州北部を横断した後、日本海から北海道

西海上を北上したため、沖縄地方、九州地方、中国地方

及び北海道地方で、最大風速 25ｍ/ｓを超える暴風が吹
き、これまでの記録を更新する最大瞬間風速を観測した

ところもありました。この台風により、建物の損壊や倒

木被害が各地で発生し、また、飛散物の落下や転倒によ

り多くの人が負傷しました。

　台風が接近する予報が発表されている場合には、強い

風が吹き出す前に、風に飛ばされ易いものを固定したり、

建物内に収納したりするなど事前の対策をし、風が強く

なりだしたら不必要な外出は控えましょう。

図 4　2005年 7月 2日 3時の
気象ﾚｰﾀﾞｰ観測による雨雲

図 3　2005年 7月 1日 21時の
気象ﾚｰﾀﾞｰ観測による雨雲

2004年台風第18号で観測された暴風

観測地点 都道府県

沖永良部 鹿児島県 36.7 53.6

広島 広島県 33.3 60.2 ※

阿蘇山 熊本県 29.9 57.1

室戸岬 高知県 28.6 41.1

釧路 北海道 28.3 ※ 37.7

油津 宮崎県 28.2 43.9

室蘭 北海道 28.0 45.7

浜田 島根県 27.9 43.1

雄武 北海道 27.6 51.5 ※

枕崎 鹿児島県 27.6 48.5

鹿児島 鹿児島県 27.3 47.8

那覇 沖縄県 27.1 41.0

西郷 島根県 26.9 ※ 55.8 ※

南大東島 沖縄県 26.7 52.8

名護 沖縄県 26.4 46.6

牛深 熊本県 26.1 52.0

留萌 北海道 25.4 43.9 ※
江差 北海道 25.1 43.3

※これまでの1位の記録を更新した観測値

最大風速
（m/s）

最大瞬間風
速（m/s）

上陸時（直前）の中心気圧が低かった台風

台風番号
上陸時の気
圧(hPa)

上陸日時 上陸場所

1961年台風第18号 925 1961年9月16日 室戸岬西方

1959年台風第15号 929 1959年9月26日 潮岬西方

1993年台風第13号 930 1993年9月3日 薩摩半島南部

1951年台風第15号 935 1951年10月14日 串木野付近

1991年台風第19号 940 1991年9月27日 佐世保市南

1971年台風第23号 940 1971年8月29日 大隅半島

1965年台風第23号 940 1965年9月10日 安芸市付近

1965年台風第15号 940 1965年8月6日 牛深市付近

1955年台風第22号 940 1955年9月29日 薩摩半島

2004年台風第18号 945 2004年9月7日 長崎市付近

1990年台風第19号 945 1990年9月19日 白浜町南

1970年台風第 9号 945 1970年8月14日 長崎市付近

1964年台風第20号 945 1964年9月24日 佐多岬


